
 

 

 

 

 

ながの協働ねっと 

平成２７年度通常総会 

― 議  案  書 ― 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成２７年７月１日（水）１７：３０〜１８：３０ 

 



ながの協働ねっと 

― 平成２７年度通常総会次第 ― 

 

 

 １ 開 会  

 

２ 議長選出 

 

３ 審議事項 

 

 第１号議案 平成２６年度事業報告の承認について 

 第２号議案 平成２６年度決算報告の承認について 

 第３号議案 平成２６年度監査報告の承認について 

 第４号議案 平成２７年度事業計画の承認について 

 第５号議案 平成２７年度予算の承認について 

 第６号議案 任期満了に伴う役員の選任について 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 
 

＜キャッチフレーズ＞ 

「ながのの未来を創る、皆さんの新しいコミュニティです。」 

 

＜ミッション＞ 

 市民の自主性が活かされ、ＮＰＯが活躍する地域、多様な人々が結び合い、共に生き

る未来志向の新しいコミュニティを創る 



第６号議案  

役 員 選 任 案 

区  分 

 

役 員 名 所属団体 任   期 

 

理 事 

（現・代表） 

＜再 任＞ 

三田今朝光 
夢空間松代のまちと心を育

てる会 

平成27年７月１日から 

平成29年６月30日まで 

理 事 

（現・副代

表） 

＜再任＞ 

中澤 聖子 エリアネット更埴 〃 

理 事 

（現・副代

表） 

＜再任＞ 

宮下 晃 
こども忍者スクールながの

忍法武術会 
〃 

理 事 

＜再任＞ 
飯島 美香 食育体験教室・コラボ 〃 

理 事 

＜再任＞ 
山田千代子 長野県ＮＰＯセンター 〃 

理 事 

＜新任＞ 
小笠原憲子 

ながのこどもの城いきいき

プロジェクト 
〃 

監 事 松岡 正幸 長野県みらい基金 〃 



 

 ながの協働ねっと 設立趣意書 

＜キャッチフレーズ＞ 

「ながのの未来を創る、皆さんの新しいコミュニティです。」 

 

＜ミッション＞ 

 市民の自主性が活かされ、ＮＰＯが活躍する地域、多様な人々が結び合い、共に生きる

未来志向の新しいコミュニティを創る 

 

 １ 設立までの経過 

   市民公益活動センター（現・市民協働サポートセンター）設立から 10年、「長野市

に NPOのネットワークが欲しい!」というが声が高まっていました。 

   設立の背景として、一つは２４年４月より発起メンバーの NPO法人が毎月長野市民

新聞「市民と NPOのひろば」編集委員会を開催してきたことです。交流が深まり、運

営の悩みや地域問題を議論する場ができました。二つ目はセンター主催「NPO カフェ

まんまる」の交流がきっかけで市民や企業経営者らとの協働事業「忍者をふやそう大

作戦」「食育劇団えぇ～っこ」が生まれてきたこと。三つ目は 25年７月に開催したセ

ンター10 周年記念フォーラム開催を通して協働することの大切さを実感したことで

す。NPOの中からネットワーク設立を訴える声があがり、25年 11月から 10回に渡っ

て検討を重ね、設立に至りました。 

 

２ 設立趣旨 

   ながの協働ねっとは「ながのの未来を創る、みんなの新しいコミュニティ」です。

NPOがコーディネート役となって、NPO同士はもちろん、市民・企業・行政・起業家ら

多様な方々が集います。そして、市民が自主的につながり、未来志向で議論し、共に

地域・社会の課題解決に向けた事業を企画実行することで、新しいコミュニティがこ

こ長野に育つことを目指します。 

   具体的には二本の柱をミッションにしています。一本目は「NPOの自立と成長、ネ

ッワークの拡大」として、定期的な交流会や相互支援プロジェクトを考えています。

二本目は「NPO と市民・地縁団体・企業・社会起業家・行政との対話交流の促進と協

働の創出」として、テーマを決めた交流会の開催や企業見学、商品・サービスの協働

開発、プレゼンの場の設定などをニーズに合わせて企画する予定です。 

 

 

    平成２６年７月１１日 

 

 長野市新田町１４８５—１ 

  ながの協働ねっと 
  （長野市市民協働サポートセンター） 

 



【第１号議案】 

平成２６年度 ながの協働ねっと事業報告書 

《総 括》 

○ 設立して１年間であるが、当団体の事業と通じて、交流・対話から多くの協働が創ら

れている。特に今まではつながりがなかった企業とのコラボレーションが大きな規模

で実現している。  

○ 協働プロジェクトでは予想を上回る成果が得られており、当団体の認知度・評価も高

まっている。 

 

《各事業》 

１ ＮＰＯの対話・交流、相互支援に関する事業 

（１）「ＮＰＯの語り場」などの開催 

ＮＰＯ同士の交流・つながりの機会を企画開催した。自己紹介、情報交換、課題

の共有・アドバイスなどを通じて、相互支援のきっかけづくりができた。また理事

者だけでなく、他のスタッフ・ボランティアも参加することで、ＮＰＯ活動に対す

る仲間意識をさらに高めることができた。 

・  ながの協働ねっと懇親会 9月 20日（参加者 22名・JAL シティ） 

 

２ ＮＰＯのネットワークの拡大に関する事業 

（１）会員の拡大、協働プロジェクト等の検討・実施 

・  長野市ながのまちづくり活動補助金の交付団体に対して、団体の趣旨を説

明した。 

・ 千曲市のまちづくり団体の交流会の場で、団体の趣旨を説明した。 

・ 「ぺちゃくちゃないと」に参加して、活動のプレゼンを行った。 

 

３ ＮＰＯと協働先（市民・地縁団体・企業・社会的起業家・行政等）の対話・交流に関

する事業 

（１）協働先との交流会等の開催 

・  新年交流会 １月２１日 （参加者４０名・winds東口） 

 エイリアンミーツ第２回との共同により開催した。NPO、企業家、行政職員

等の幅広い参加を得て、互いのつながりが深まった。 

 

（２）フォーラム（定期）の開催検討 

・  「一杯の味噌汁プロジェクト」による味噌フォーラム（仮称）の開催に向

けた検討と長野県 地域発元気づくり支援金の申請を行った。 

 

（３）オンラインコミュニティの運営  

メーリングリストやファイスブックを活用して、オンライン上で様々な方々との

情報交換をおこない、ネットワークの拡大を図った。 

・  メールでの情報提供は、イベントに限り案内した。フェイスブックを活用



しない会員への情報提供のあり方が今後の課題となった。 

・  フェイスブックグループ「NPO ながの協働ねっと」を 9 月に立ち上げ、約

130の記事投稿を行った。現在メンバーは 86名であり、「NPOカフェまんまる」

「ながの忍者をふやそう大作戦」「一杯のみそ汁プロジェクト」「市民と NPO

のひろば」等のプロジェクト別公式ページと連携した情報提供も行った。 

 

（４）ＮＰＯと企業、行政、地縁団体、市民の交流 

 ① 企業との交流 

ア 「エイリアンミーツ」の開催 

長野県中小企業家同友会との協働により、コミュニティ・ビジネスをテー

マに中小企業経営者との交流と共同研究を行った。 

・ エイリアンミーツ第 1回  10月２日 

テーマ 「事業の社会性とは」 出席者 40名 

・ エイリアンミーツ第 2回  1月 21日 

テーマ 「なぜ会社経営者が NPOを起ち上げたのか?」  

出席者 50名 

・ エイリアンミーツ Special 3月 19日 

  出席者 60 名。福岡県中小企業家同友会ソーシャルビジネス研究

会からゲスト 3名を迎えた事例発表と交流会。 

イ 「大人の社会見学」の開催 

    ＮＰＯ団体等の参加による社会貢献活動を進める企業訪問を実施した。 

・ ㈱アドイシグロ 

  リノベーションアパート「光ハイツ」を拠点としたまちづくり活

動の現場を見学した。 

     

 ② 行政との交流 

県職員と業務外で協働するきっかけを探った。 

   ・ 長野県「地域に飛び出す職員支援研修会」 12月 16日 

 

（５）ＮＰＯインフォメーションのまちなかへの設置検討 

新長野駅ビル「りんごひろば」などの広報スポットを開拓するとともに、掲示張

替えなどのボランティアを探す方向で次年度に詳細な検討をすることとした。 

 

４ ＮＰＯと協働先との協働の創出に関する事業 

４つの協働プロジェクトの設置及び運営を行った。会員団体のメンバーがリーダーシ

ップを発揮し、協働先とのコーディネートを行った。市民協働サポートセンターが事務

局を担当し、プロジェクトの事業運営・組織化・資金調達面でのサポートをした。 

  （プロジェクト別事業の概要については別紙のとおり） 

 

 

 



□ 協働プロジェクト別 事業報告 

 

Ⅰ 市民と NPOの広場編集委員会 

 ◯ 毎月第１火曜日長野市民新聞に、市民協働サポートセンターや長野市ボランティア

センターから情報提供を受け、NPOのイベント情報を掲載した。 

・ ７月〜３月 約 170イベント掲載 

 ◯ お正月号では、「特集:食と農の座談会」を 2ページにわたって行い、反響が大きか

った。 

 ◯ 計 8回の編集委員会を開催した。フェイスブック「市民と NPOのひろば」で編集委

員会の様子や、情報提供を行った。 

 ◯ ナルクながのと連携した広告営業と掲載を行った。 

 

 

Ⅱ 食育劇団えぇ〜っこ／信州発！一杯のみそ汁プロジェクト 

 ＜食育劇団えぇ～っこ＞ 

１ 創作劇、民族芸能等を通じての食育の推進に関する活動 

（１） 伝統食・行事食を引き継ぐためのイベント等の開催 

 ＮＰＯカフェまんまる「みんなでごはん」 

  開催日／４月２９日（火）１２：００～１４：００ 

  開催場所／上高田保育園 

  参加者数／８４名 

（２） 第９回食育推進全国大会のステージイベントへの参加 

 食育劇団えぇ～っこ旗上げ公演  

 「神も仏も村ん衆も、みんなそろっていただきやす！」 

  出 演 日／６月２２日（日） 

  出演会場／エムウェーブ 

  観客数／約４００名 

  出演者数／約４０名 

 

 ＜信州発！一杯のみそ汁プロジェクト＞ 

２ 「味噌」をテーマとする交流・学習の促進に関する活動 

（１） 食育等に関心のある市民間の交流会、学習会の企画・運営 

 ア 千曲市市民交流フェスティバル 

  「みそボールちゃん体験ワークショップ」出店 

  開 催 日／１１月３日（祝） 

  開催場所／千曲市ふれあい情報館・科野の里ふれあい公園 

  参加者数／５４名 

   イ すや亀「味噌蔵まつり」 

  「みそボールちゃん体験ワークショップ」出店 

  開催日／３月２８日（日）２９日（土） 

  開催場所／すや亀 



  参加者数／２００名 

（２） 学校、子育て施設、社会教育施設等と団体等とのコーディネート 

   高田保育園たつのこ祭 

  「みそボールちゃん体験ワークショップ」出店 

  開催日／１１月３０日（日） 

  開催場所／上高田保育園 

  参加者数／７８名 

 

３ 食・農・農村文化体験イベントの広報に関する活動 

  ブログ、ファイスブック等を利用した構成団体の活動の広報を行った。 

 

 

Ⅲ ながの忍者をふやそう大作戦 

１ 「五つのつとめ」に励む「忍者」をふやす活動 

  「五つのつとめ」を励行するとともに、お互いが情報交換・交流を行うことができる

よう、人類・未来のために生きる「忍者隊」を募集する。 

 

２ 多世代交流活動 

  老若男女が世代を超えて参加・交流し、忍者としての「元気」、「生きがい」、「笑顔」、

「感動」をともに感じる行事、祭りを開催する。 

（１） 忍者ウォーク２０１４inながの街なか市場 

開催日／９月１４日（日） 

開催場所／南千歳公園周辺 

参加者数／９０名（一般参加者５０名／ボランティアスタッフ４０名） 

（２） 忍者フェスタ２０１４inハピスポひろば 

開催日／１０月２６日（日） 

開催場所／ビックハット 

参加者数／１３０名（一般参加者１００名／ボランティアスタッフ３０名） 

（３） 忍者ウォーク in松代ぎおん祭 

開催日／１１月８日（土） 

参加者数／１００名（一般参加者８０名／ボランティアスタッフ２０名） 

 

３ ボランティア・寄付活動 

  忍者として、未来のために先頭に立ってボランティアや寄付活動を行う。 

（１）忍者グッズ販売 

Ｔシャツ、マグカップ、文房具などの寄付つき商品の販売を行う。 

（２）ハート手裏剣寄付の募集及び寄付 

忍者グッズの収益金を原資として、長野地域でこどもを対象に活動する団体に対し

て公募による寄付を行った。 

おさんぽ会（千曲市） ３５，０００円 

長野市ぷれジョブを考える会（長野市） ３５，０００円 



Ⅳ キャリアプロジェクト 

 

 ◯ 就職に関する昨今の様々な課題に対して、ＮＰＯ、社会保険労務士等の専門家、学

生、離職者などが意見交換をする機会を６回ほど行った。 

 ◯ 意見交換の結果、求職者と企業との間には大きな意識や行動のギャップあり、価値

観の違いが問題の主要因であり、ギャップを埋めることが必要との認識で一致した。

  

 ◯ 第一段階として、価値観の違いがあることに気がつくワークショップの開催を検討

した。 

・ ワークショップの概要 

開催時期／平成２７年度 

参加者／求職者側：学生、既卒者・離職経験者 

    企業側：長野県中小企業家同友会メンバー 

 















【第４号議案】 

平成２７年度 ながの協働ねっと事業計画 

《各事業》 

１ ＮＰＯの対話・交流、相互支援に関する事業 

（１）「ＮＰＯの語り場」などの開催 

・  年６回の開催 （昼間：６月、１０月、２月 懇親会：７月、９月、１月） 

 １０月は権堂市民交流センター、２月は千曲市とコラボレーションにより

開催を予定 

 （２）相互支援のきっかけづくり 

 

２ ＮＰＯのネットワークの拡大に関する事業 

（１）会員の拡大、協働プロジェクト等の検討・実施 

・  長野市ながのまちづくり活動補助金の交付団体に対する勧誘活動 

・  千曲市のまちづくり団体に対する勧誘活動 

・  多様な分野の活動団体、長期に活動しているＮＰＯ法人に対する勧誘活動 

 

３ ＮＰＯと協働先（市民・地縁団体・企業・社会的起業家・行政等）の対話・交流に関

する事業 

（１）協働先との交流会等の開催 

・  新年交流会 １月 （１（１）と併催） 

 NPO、企業家、行政職員等の幅広い参加者による開催 

 

（２）フォーラム（定期）の開催検討 

・ 「こどもフェスティバル２０１６（仮称）」の開催に向けた検討と資金調達計

画の策定 

 ２８年７月 24日（日）ビックハット（予定） 

・  ＮＰＯ法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト等とともに実行委員会

を７月以降に組織 

 

（３）オンラインコミュニティの運営  

・ メーリングリストやフェイスブックを活用しての情報交換 

・ メール、FAXでの情報提供の強化 

・  情報誌「まんまる」発送時に折込など強化 

・  フェイスブックグループの活用と他の公式ページとの連携、公式ページ「な

がの協働ねっと」の立ち上げ 

・  ホームページの立ち上げ 

 

（４）ＮＰＯと企業、行政、地縁団体、市民の交流 

 ① 企業との交流 

ア 「エイリアンミーツ」の開催 



・ 年６回開催 

・ 目標として「ソーシャル・ビジネスの繭（コクーン）宣言」を予

定 

イ 「大人の社会見学」の開催 

    ＮＰＯ団体等の参加による社会貢献活動を進める企業訪問を実施 

     

 ② 行政との交流 

 

（５）ＮＰＯインフォメーションのまちなかへの設置検討 

・  新長野駅ビル「りんごひろば」などの広報スポットを開拓 

・  掲示張替えなどのボランティア募集 

 

４ ＮＰＯと協働先との協働の創出に関する事業 

 

□ 協働プロジェクト別 事業報告 

 

Ⅰ 市民と NPOの広場編集委員会 

 ◯ 市民協働サポートセンターや長野市ボランティアセンターと連携して、イベント情

報の収集を行い、取材編集を行う。 

・ 編集委員会を毎月１回開催 

 ◯ フェイスブック「市民と NPOのひろば」による情報提供、ホームページや他団体と

の連携した情報提供を行う。 

 ◯ 編集委員の強化、参加率の向上、ナルクながのと連携した広告営業の強化を行う。 

 

 

Ⅱ 食育劇団えぇ〜っこ／信州発！一杯のみそ汁プロジェクト 

 ＜食育劇団えぇ～っこ＞ 

１ 創作劇、民族芸能等を通じての食育の推進に関する活動 

（１）「みそフェスタ２０１５in長野」基調公演 

  出演日／７月２５日（土） 

  出演会場／長野市生涯学習センター 

 

 ＜信州発！一杯のみそ汁プロジェクト＞ 

２ 「味噌」をテーマとする交流・学習の促進に関する活動 

（１） 食育等に関心のある市民間の交流会、学習会の企画・運営 

   ア みそフェスタ２０１５in長野 ～一杯のみそ汁でみそ美人～ 

      開催日時／７月２５日（土）１０：００～１５：３０ 

      開催場所／長野市生涯学習センター・ＴＯⅰＧＯ広場 

      定  員／３００名 

 イ みそボールちゃん体験ワークショップ」出店（年１０回）※（２）含む 

 ウ 味噌仕込み体験イベントの開催（年２回） 



 エ 味噌汁を飲む習慣に関するアンケートの実施 

（２） 学校、子育て施設、社会教育施設等と団体等とのコーディネート 

  「みそボールちゃん体験ワークショップ」実施 

    ・ 高田保育園たつのこ祭 

    ・ 大豆島小学校、信里小学校こどもプラザ 

 

３ 食・農・農村文化体験イベントの広報に関する活動 

  ブログ、ファイスブック等を利用した構成団体の活動の広報を行った。 

 

 

Ⅲ ながの忍者をふやそう大作戦 

１ 「五つのつとめ」に励む「忍者」をふやす活動 

  「五つのつとめ」を励行するとともに、お互いが情報交換・交流を行うことができる

よう、人類・未来のために生きる「忍者隊」を募集する。 

 

２ 多世代交流活動 

  老若男女が世代を超えて参加・交流し、忍者としての「元気」、「生きがい」、「笑顔」、

「感動」をともに感じる行事、祭りを開催する。 

（１） 忍者ウォーク２０１５inながの街なか美術館 

開催日／５月２日（土） 

開催場所／長野市中央通り 

（２） 忍者フェスタ２０１６ 

開催日／１月 

 

３ ボランティア・寄付活動 

  忍者として、未来のために先頭に立ってボランティアや寄付活動を行う。 

（１）忍者グッズ販売 

Ｔシャツ、マグカップ、文房具などの寄付つき商品の販売を行う。 

（２）ハート手裏剣寄付の募集及び寄付 

忍者グッズの収益金を原資として、長野地域でこどもを対象に活動する団体に対し

て公募による寄付を行う。 

 

 

Ⅳ キャリアプロジェクト 

 ◯ 求職者と企業との間の価値観の違いがあることに気がつくワークショップを開催

する。 

・ ワークショップ 

開催時期／６月以降２回程度 

参加者／求職者側：学生、既卒者・離職経験者 

    企業側：長野県中小企業家同友会メンバー 

 
















